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2023(R5).11.30 最終更新 

 

はじめに 

虎姫高等学校は、管理職はじめ教職員全体が生徒の評価の重要性をしっかりと認識

しています。評価にあたっては、生徒の状況を正しく把握し、本校の教育方針に示さ

れている育てたい生徒像に照らし合わせながら、各教科の専門性や主体性を尊重しつ

つ、公平かつ客観性に富んだ評価方法で、生徒の学力の伸長具合を見極めることが重

要です。それと同時に、生徒に対する評価が教職員の授業力向上にも資するものでな

ければなりません。 

そのために、教育目標に合致した評価規準を設定し、総括的評価と形成的評価との

両輪によって、生徒一人ひとりの達成度を公平かつ公正に評価します。この評価を、

ＩＢの最終評価である外部評価と内部評価につなげるために、学校全体で継続的に評

価方法を工夫し、より信頼性の高いシステムを構築していく責任があることはいうま

でもありません。 

本校は、ＩＢの理念と学習者像の価値を熟知し、それを校内外に周知する責任があ

ることを認識しています。従って、教員、ＤＰコーディネーター、評価コーディネー

ターおよび管理職は、評価についても深く理解し、たとえば、『ＤＰにおける評価手

順』、『ＤＰ：原則から実践へ』、『プログラムの基準と実践要綱』のような、ＩＢに

よって編集された文書を熟読玩味し、これらに示された成績規準を正しく理解してい

ます。その意味で、本校におけるＩＢＤＰの生徒活動の評価は、ＩＢの評価規準と一

致しています。 

本校では、この「ＩＢＤＰ評価方針」をもとに、ＩＢ生徒に対して各教科がその独

自性を生かしながらＩＢＤＰの趣旨に沿った評価を実施します。フルディプロマを目

指す生徒の興味・関心・意欲を高め、持てる能力を最大限に引き出すための評価とし

ます。 

 

虎姫高校における評価の現状 

本校は、３学期制を採用し、各学期の中間段階（３学期は除く）と終了段階に考査

を実施し評価を行っています。評価は、総括的評価の一つの指標である考査点と、出

席状況、意欲・態度、各種課題・レポート・小テストなど、主に形成的評価による平

常点の二つの要素から形成されます。また、①知識・技能②思考力・判断力・表現力

③主体的に学習に向かう態度の３観点により、評価をしています。課題やレポートに

ついては各教科担当者が提出状況を管理し、担任と情報を共有します。遅延があった

場合には教科担当者や担任が面談を実施したり、教科担当者が放課後補習を実施した

りするなどして提出を促します。 

各学期末には教科会議を開催し、評価規準に照らし合わせながら総合的に判断し、

１０段階で評価した成績が通知されます。 
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志願者の登録 

ＩＢ生徒がＤＰの評価を受けるために、ＤＰコーディネーターは、志願者の登録を

行います。これ以外の方法で志願者を登録することはできません。 

 

学校の役割と責任、生徒の責任 

ＤＰ資格を取得するためには、ＩＢが示す１から６の各グループから原則１科目ず

つ履修することに加え、３要件（ＥＥ、ＴＯＫ、ＣＡＳ）を履修する必要があり、Ｉ

Ｂ生徒はそれぞれの科目について評価を受けることになります。各グループの科目の

評価は、外部評価（ＥＡ）と内部評価（ＩＡ）にわかれています。ＥＡとは、ＩＢが

実施する国際的な筆記試験（試験セッション）のことで、ＥＡの採点は、専門のＩＢ試

験官が行います。ＩＡは、本校教員が各ＤＰ科目の評価方針に基づいて行います。 

本校は、学問的誠実性の原則を守り、一切の不正行為に関与しません。ＩＢ生徒は、

評価を含むＤＰの履修期間を通して、全ての要件を満たし、責任ある倫理的な行動を

とらなくてはなりません。ＩＢ生徒とその保護者は、ＤＰについて質問がある場合は、

本校のＤＰコーディネーターに問い合わせなければなりません。ＩＢに直接連絡取る

ことはできません。 

 

成績評価と通知表 

ＩＢＤＰにおける各科目の成績は、７点（最高）から１点（最低）の７段階で評価

されます。「ＴＯＫ（知の理論）」と「ＥＥ（課題論文）」の成績はＡ（最高）～Ｅ（最

低）の５段階で評価され、ＥＥとＴＯＫをあわせて３点満点で計算されます。虎姫高

校のＩＢ生徒は、年度末はもちろん、途中経過として各学期末に到達度を通知表によ

り通知されます。その通知は、ＩＢの規準（７段階）による仮評価と学習指導要領に

もとづく本校の規準（１０段階評価）によるものの２種類となります。ＩＢの７段階

評価（仮評価）および本校の１０段階評価との関連の目安は次のとおりです。 

 

IB Grading Scale Torahime Grading scale 

Excellent Performance 7 

10-6 Very Good Performance  6 

Good Performance 5 

Satisfactory Performance 4 
7-4 

Mediocre Performance 3 

Poor Performance 2 
5-1 

Very Poor Performance 1 

 

 

教員は、各学期の７段階で示す総括的評価をＤＰコーディネーターおよび評価コー

ディネーターに提出しなければならなりません。生徒は、それにもとづいて作成され

た通知表により結果を知るとともに、各ＤＰ教科において自分がどの程度の学力水準

にあるかを途中経過として知ることができます。また、個人面談等の際にも口頭で

フィードバックを受けます。 
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ＩＢＤＰにおける形成的評価と総括的評価 

本校教職員は、形成的評価と総括的評価の重要性や、評価規準を共有することの重

要性について共通理解しています。 

ＩＢＤＰの準備学年である第１学年から、評価規準について説明する機会を持つと

ともに、生徒用ガイドにも明記します。教職員は、シラバスおよび評価方針・評価規

準が、ＩＢが求めるものと合致しているかを定期的に議論・検証し、必要に応じて改

定します。また、評価用ルーブリックの策定にあたっては、学習者である生徒の意見

も積極的に取り入れます。 

総括的評価は、模擬試験を含む考査や成果物、またはプレゼンテーションの形式で

単元ごと、または学期ごとに実施し、ＤＰにおける外部評価に向けた生徒の進歩を測

る目安として用います。 

形成的評価は、日々或いは毎週など、定期的に行われ、生徒の学習成果の足跡とし

て意義を持ち、学習方法の改善に役立つものでなければなりません。 

 

内部評価（ＩＡ） 

内部評価は、レポートや論文、発表、実験などの形で行われますが、ＤＰコーディ

ネーターと評価コーディネーターが中心となり、生徒にとって公正で、過重負担のな

い内部評価の実施計画を立案しなければなりません。各教科の担当者は、実施計画を

ＤＰコーディネーターに提出することとします。 

各科目および各レベルで内部評価にあたる担当者は、志願者の成果物が当該科目、

当該レベルの要件を満たして いることを確認しなければなりません。教員は、個別の

科目およびレベルに対応したＩＢの評価規準を用いて生徒の成果物を評価しなければ

なりません。教員の評価は、必ず生徒が実際に完成させた成果物に基づいて行います。 

最終的な内部評価は教師ごとではなく科目ごとに集められ、複数の科目担当者で協

働して、ＤＰの評価基準に則り検討した後、教科会議を経て、TIBLO 会議でモデレー

ションし、学校管理職に承認を得ます。各科目担当者は、ＤＰの全体像を理解し、互

いの科目の評価要件について基本的な知識を持ち協力し合います。また、各科目担当

者は、学校内のモデレーション後、ＩＢの設定した期日までにモデレーション・サン

プルを準備します。 

ＩＢ生徒は、科目およびレベルごとの登録言語で、内部評価のすべての成果物を完

成させなければなりません。成果物や参加の状況が不完全であっても、教員は採点を

行わなければなりません。生徒が成果物を提出しなかった場合、当該科目の当該レベ

ルには成績が付与されません。 

ＤＰコーディネーターは全員の成果物とそれに関連する資料をＩＢが利用できるよ

う、試験セッション終了（3 月 15 日）までそれらを保管しておかなければなりません。 

 

ＩＢ模擬試験と予測スコア 

ＩＢ模擬試験は、ＥＡ、つまり、３年次１１月の筆記試験以前に実施し、ＩＡの評

価を含めたＤＰの成績評価を予測するために行います。ＤＰコーディネーターは、予

測スコアを３年次 １０月２０日までに、ＩＢＩＳ（ＩＢ情報システム）に提出しなけ

ればなりません。また、大学入試に出願する際に、この予測スコアを提出しなければ

ならない場合もあります。これらのことから、予測スコアの妥当性と信頼性は非常に

重要であると言えます。したがって、ＤＰ科目担当者にとって、模擬試験は、予測ス



4 

コアを算出する数少ない機会であり、また、生徒の実力をできる限り正確に把握し、

今後必要な学習内容や解答方法をフィードバックして確認する重要な機会でもありま

す。本校では、予測スコアを生徒と保護者に共有します。 

 

外部評価（ＥＡ） 

ＥＡは、３年次１０月３週～１１月２週に世界のＩＢワールドスクールと同じスケ

ジュールで実施されます。本校は、試験用備品と試験問題を安全に保管し、ＩＢの規

定に基づいて試験を実施する責任を負います。ＥＡの試験問題は、アクセスが制限さ

れた部屋の金庫に保管され、教頭またはＤＰコーディネーターが試験当日に試験官

（監督）に手渡します。試験は定められた試験官の監督の下で適正に実施します。不

正行為等の未然防止や情報管理等の対策には万全を期し、万一、不正行為が発覚した

場合は、ＩＢ資料『学問的誠実性』に照らして、厳正に対応します。 

 

多様な学習者への支援 

多様な学習者のニーズに応えるため、日々の指導や形成的評価においては、さまざ

まな工夫を行います。本校の「多様な生徒受け入れおよび特別な教育的ニーズについ

ての方針」に示されているように、特別な事情をもつ生徒も試験が受けられるように

配慮します。なお、特別な配慮を必要とする生徒は、事前にその旨をＤＰコーディ

ネーターに申し出なければなりません。また、ＤＰコーディネーターは、必要に応じ

て、ＩＢの認定を申請する手続きを行います。 

 

終わりに 

虎姫高等学校ＩＢＤＰ評価方針は、２０１８年にＩＢ推進室により策定されました。

毎年、ＩＢ推進室が検証と見直しを行って改定し、学校長が決裁します。 

 

参考文献 

・International Baccalaureate Organization(2011) 

Guidelines for developing a school assessment policy in the Diploma 

Programme 

・International Baccalaureate Organization(2022) 

Diploma Programme Assessment procedures, PartB General regulations: 

Diploma Programme（訳）(2022) 『一般規則：ディプロマプログラム』 

・International Baccalaureate Organization(2020) 

Programme standards and practice（訳）(2020) プログラムの基準と実践要綱 
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Introduction 

At Torahime High School, all teachers, including administrators, recognize the 

importance of student evaluation. In the evaluation, we grasp the situation of each 

student correctly and render the evaluation with our school's educational policy, or the 

student's image of Torahime High School. It is also important to assess the extension of 

students' academic ability with fair and objective evaluation methods, while protecting 

the specialized nature and subjectivity of each subject. At the same time, evaluation of 

students should contribute to improving the teaching skills of faculty and staff. 

To that end, we set evaluation criteria that match our educational goals, and evaluate 

each student's achievement fairly and objectively by using both comprehensive and 

formative evaluations. In order to link this evaluation to the external evaluation and 

internal evaluation, which are the final evaluations of the IB, it goes without saying that 

there is a responsibility to continuously devise evaluation methods throughout the school 

and to build a more reliable system.  

The school recognizes its responsibility to be familiar with the IB philosophy and the 

learners profile and to make them universally known. Therefore, teachers, DP 

Coordinator, Assessment Coordinator, and administration also have a deep 

understanding of assessment and have read and reviewed the documents compiled by 

the IB, such as “Assessment Procedures in DP: From Principles to Practice” and 

“Program Standards and Practice Guidelines”,  and must have a good understanding of 

the performance criteria shown in these. In this sense, our assessment of IBDP student 

activities at the school is consistent with the IB's assessment criteria. 

At our school, based on this “IBDP Evaluation Policy”, each subject will carry out an 

evaluation in line with the IBDP's objectives while utilizing its uniqueness. This 

assessment is designed to raise the interest, curiosity and motivation, to maximize the 

ability of students aiming for a full diploma. 

 

Current state of evaluation at Torahime High School 

We adopt a three-semester system, and conduct evaluations at the intermediate stage 

(excluding three semesters) and the final stage of each semester. The evaluation is 

composed of two elements. One is an examination results, which are one of the indicators 

of the overall evaluation, and the other a class contribution, such as attendance, 

motivation, attitude, various reports and homework, and tests which reflect formative 

evaluation. In addition, evaluation is based on the following three perspectives: (1) 

knowledge and skills, (2) ability to think, judge, and express oneself, and (3) attitude 

toward learning independently. Each subject teacher manages the status of submissions 
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of reports and homework, and shares information with other teachers. If there is a delay, 

the person in charge of the subject or homeroom teacher will conduct an interview, or the 

person in charge of the subject will carry out after-school supplementary training to help 

submit their work. 

At the end of each semester, a subject meeting will be held to make a comprehensive 

judgment based on the evaluation criteria, and the grades evaluated in 10 stages will be 

notified. 

 

Registration of applicants 

In order for IB students to be evaluated By IB, the DP coordinator will register 

applicants. No other method of registering applicants will be allowed. 

 

Roles and responsibilities of schools and students 

In order to acquire the DP qualification, in addition to taking one subject in principle 

from each group of 1 to 6 indicated by the IB, it is necessary to take three core subjects 

(EE, TOK, CAS). IB students will be evaluated for each subject. The assessment of each 

group's subject is divided into external assessment (EA) and internal assessment (IA): 

EA is an international written examination (examination session) conducted by the IB, 

and the EA is scored by professional IB examiners; IA is conducted by the school's faculty 

based on the assessment policy for each DP subject. 

The school adheres to the principles of academic integrity and does not engage in any 

form of academic dishonesty. They cannot contact the IB directly. 

 

Grading and Report Cards 

Grades for each subject in the IBDP are graded on a 7-point scale from 7 (highest) to 

1 (lowest). The TOK (Theory of Knowledge) and EE (Extended Essay) are graded on a 5-

point scale from A (highest) to E (lowest), with the EE and TOK together being calculated 

on a 3-point scale. IB students at Torahime High School are notified of their level of 

achievement at the end of each semester as well as at the end of the school year. The 

following is a rough guide to the IB's 7-point scale (tentative) and the school's 10-point 

scale based on the Courses of Study. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Teachers must submit a 7-point summative evaluation for each semester to the DP 

Coordinator and the Evaluation Coordinator. Students will be informed of their results 

in the form of a report card and will be able to see where they are in their academic 

IB Grading Scale  Torahime Grading scale 

Excellent Performance 7 

10-6 Very Good Performance  6 

Good Performance 5 

Satisfactory Performance 4 
7-4 

Mediocre Performance 3 

Poor Performance 2 
5-1 

Very Poor Performance 1 
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progress in each DP subject area. Students will also receive verbal feedback during 

individual meetings. 

 

Formative and Summative Evaluation in IBDP 

Torahime teachers have a common understanding of the importance of formative and 

overall evaluation and the importance of sharing evaluation criteria. 

From the first grade, which is the preparatory grade of IBDP, we will have the 

opportunity to explain to students the evaluation criteria and also specify it in the 

student guide. Torahime teachers will regularly discuss and verify whether the syllabus 

and evaluation policies and standards are consistent with what the IB requires, and 

revise them as necessary. In addition, when formulating evaluation rubrics, students will 

actively incorporate in the process.  

Overall assessments are conducted at the end of every unit or semester in the form of 

assessments, deliverables, or presentations and are used as a measure of students’ 

progress towards external assessments in DP.  

Formative assessments should be conducted on a regular basis, such as daily or weekly, 

and should serve as a footprint for students' learning outcomes and help improve 

learning methods.  

 

Internal Assessment (IA) 

Internal assessment may take the form of reports, papers, presentations, experiments, 

etc. The DP Coordinator and the Evaluation Coordinator must take the lead in 

developing a plan for the implementation of IA, which is fair to the students and not 

overburdening them. Subject teachers shall submit the implementation plan to the DP 

Coordinator. 

Subject teachers at each subject at each level must ensure that the candidates 

deliverables meet the requirements of the subject and level concerned. Teachers must 

evaluate student work using the IB assessment rubric including the DP grade 

descriptors for the individual subject and level. The teacher's evaluation is always based 

on the actual work completed by their students. 

Final IA evaluations are collected by subject, not by teacher, and are reviewed 

collaboratively by several subject teachers in accordance with the assessment criteria of 

the DP, then moderated by the TIBLO meeting after the subject meeting, and approved 

by the school administration. Each subject leader will collaborate with each other to 

understand the overall DP and have a basic knowledge of each other's subject assessment 

requirements. Subject teachers in charge will also prepare a moderation sample by the 

deadline set by the IB after moderation within the school. 

IB students must complete all IA assignments in the language of registration for each 

subject and level. Teachers must grade even if any student’s assignment(s) or 

participation are incomplete. If a student fails to submit an artifact, no grade will be 

given for that level in the subject. 

 DP Coordinator must keep all students’ IA assignments and related materials 

available to the IB until the end of the exam session (March 15). 
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IB Mock Exams and Predicted Scores 

The IB mock exams are administered prior to the EA, the IB worldwide written exams 

in November of the senior year, and are used to predict the DP grades, including the IAs 

assessments. DP Coordinator must submit the Predicted Grades(PG) to IBIS (IB 

Information System) by October 20. In some cases, the PG must also be submitted when 

applying for university admissions. For these reasons, the validity and reliability of the 

PG are very important. Therefore, the mock exam is one of the few opportunities for DP 

course teachers to calculate their PG, and it is also an important opportunity to get as 

accurate a score as possible of students' abilities, and to provide feedback and 

confirmation of what they need to study and how to answer the questions. The school 

will share the PG with students and parents. 

 

External Assessment (EA) 

The EA is administered on the same schedule as IB World Schools around the world 

from the third week of October to the second week of November. The school is responsible 

for the safe keeping of the exam supplies and exam questions and for administering the 

exam in accordance with IB regulations; the EA exam questions are kept in a safe in a 

room with restricted access and are handed to the examiner (supervisor) on the day of 

the exam by the head teacher or DP coordinator. The examinations will be conducted 

properly under the supervision of the invigilators. Every precaution will be taken to 

prevent cheating, etc. and to manage information, etc. If there is any evidence of cheating, 

it will be dealt with strictly in accordance with the IB document "Academic Integrity". 

 

Support for Diverse Learners 

In order to meet the needs of diverse learners, we device in various ways in daily 

instruction and formative evaluations. As indicated in the “Policy on Special Support 

for Torahime Senior High School”, students with special educational needs will be 

considered to be able to take the exam. In addition, students who need special 

consideration must notify the DP coordinator and the dean of academic affairs in advance. 

The DP coordinator will also process applications for IB accreditation, if necessary. 

 

At the End 

The Torahime High School IB Assessment Policy was formulated by TIBLO members 

in 2018, and will be reviewed and revised annually. The Head of School will approve the 

proposed revisions by TIBLO.  

 

References 

・International Baccalaureate Organization (2011) 

Guidelines for developing a school assessment policy in the Diploma Programme 

・International Baccalaureate Organization (2022) 

Diploma Programme Assessment procedures, PartB General regulations: Diploma 
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Programme 

・International Baccalaureate Organization (2020) 

Programme standards and practice 

 


